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「中山忠彦 追悼展 ―永遠なる出会い・美への懸け橋―」の開催について 
 

 

この度、昨年 9 月に逝去された、名誉市民で洋画家の中山忠彦画伯の追悼展

を開催いたします。 

中山画伯は、夫人をモデルとした着衣の女性像が代表作として知られ、女性の

内なる心の動きを映した美の世界は、今も多くの人を魅了しています。 

また、日展理事長や公益財団法人 市川市文化振興財団理事長などを歴任する

一方、後進の育成にも尽力されるなど、その功績は多岐にわたります。 

本展では、画伯の生涯における「出会い」に焦点を当て、初期から晩年まで、

70 年に及ぶ画業を 20 点以上の作品や資料で振り返ります。数々の出会いの中で

円熟した、永遠なる美の世界をご覧ください。 

 
記 

 

１．日時 
令和７年９月１３日（土）～１０月１９日（日） 

９時３０分～１６時３０分（入館は１６時まで／月曜日休館） 

※９月１３日（土）９時２０分より、会場にてオープニングセレモニーを予定 

２．場所 
  市川市芳澤ガーデンギャラリー 
  住所：市川市真間 5-1-18  電話：047-374-7687 
３．入館料  

  一般 300 円、65 歳以上・団体（25 名以上）240 円・高大生 150 円 

中学生以下・障がい者手帳をお持ちの方と付添の方（1 名まで）は無料 

※会期中、市川市東山魁夷記念館との相互割引を実施 

４．主催 

  市川市・公益財団法人 市川市文化振興財団 

 
以上 

 
 （問い合わせ） 

文化国際部 文化芸術課長 鈴木 久美子 TEL 047-712-8557 






